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せ■寄附件数　　　　　　　　　　　■寄附金額

　6,375件（前年5,077件）　　　　1億5,856万円（前年6,766万円）

　奥出雲町では「奥出雲町ふるさと応援基金」を平成２０年度に創設し、町外の皆様からのご厚
意を町の施策に反映させる仕組みを作っています。
　皆様に感謝申し上げますとともに、その目的を達成するために、有効に活用させていただきます。

　このたび、奥出雲の歴史を語る上で欠くことのできない文化遺産である“神話とたたら製鉄”
をテーマとし、シンポジウムとミニたたらの体験操業を実施します。この機会に改めて先人た
ちが築いた歴史を学びなおし、今に活かし、未来に繋いでいきましょう。

■シンポジウム
　期日　３月１８日（土）１４：００－１６：３０（開場１３：３０）
　会場　横田コミュニティセンター大ホール（奥出雲町横田１０３７）
　●基調講演
　　　里中 満智子 氏（マンガ家・日本遺産選定委員）
　　　演題「日本遺産から神話とたたらの価値を考える」
　●パネルディスカッション
　　パネリスト
　　　里中満智子 氏
　　　下村　彰男 氏（東京大学大学院教授・日本遺産選定委員）
　　　丁野　　朗 氏（日本観光振興協会特別研究員・日本遺産選定委員）
　　　高尾　昭浩 氏（奥出雲町教育委員会社会教育課長）
　　コーディネーター
　　　引野　道生 氏（山陰中央新報雲南支局長）

■たたら体験操業
　期日　３月１９日（日）８：３０－１６：００
　会場　古代たたら体験工房
　　　　（奥出雲町大呂１１５１－２　鳥上小学校敷地内）
　●指導者
　　　木原 明 氏（日刀保たたら村下・国選定保存技術保持者）
　※参加には申込が必要です
◆お問合せ　教育委員会社会教育課　TEL：５２－２６８０　有線：２０－４２６２

　年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）が短縮されるため、これまで年金
を受け取ることができなかった方も年金が受給できる可能性があります。
　６５歳以上で対象となる方には平成２９年２月下旬から７月上旬にかけて日本年金機構から
「年金請求書」が送られます。
　「年金請求書」が届きましたら必要事項を記入の上、必要書類と併せて松江年金事務所で手
続きをしてください。

　町外にお住いのご家族、ご親戚、ご友人に、ぜひ、この制度をご紹介ください。１万円以上のご
寄附をいただいた方には、お礼の品として「奥出雲町の特産品」をお贈りいたします。
　詳しくは、町のホームページをご覧いただくか、役場企画財政課（0854）5 4 - 2 5 2 2までお問い
合わせ下さい。

【寄附を活用した事業紹介】
平成２８年度は、下記の事業に活用させていただいています。
◆縁結び活動支援事業
◆出産祝金支給事業
◆オロチの深山きこりプロジェクト事業
◆観光情報発信事業　　　　　　　　　　…など１４事業

平成２８年「ふるさと納税」による寄附の状況をお知らせします

◆◆ご寄附ありがとうございました◆◆

※御芳名録は、奥出雲町ホームページふるさと納税「奥出雲ふるさと応援寄附」に掲載しています。

【昨年の寄附状況】（平成28年１月～12月）

平成２９年３月１８日（土）・１９日（日）に開催！
シンポジウム＆たたら体験

奥出雲の神話とたたらを考える
― 奥出雲の文化遺産を今に活かし、未来に繋ぐ ―

参加
無料

里中 満智子 氏

　島根県司法書士会では、「司法書士総合相談センター」を設置し、電話相談を行っています。
　・土地建物の不動産登記　　　　　　　・クレジット・サラ金の債務整理
　・会社設立役員変更の商業登記　　　　・少額訴訟
　・相続遺言の手続き　　　　　　　　　　など、お気軽にご相談ください。

《司法書士無料相談を行っています》《司法書士無料相談を行っています》

【日本年金機構からのお知らせ】

平成２９年８月より、年金の受給資格期間が

　　　　　　　２５年から１０年に短縮されます。

▲子供版きこりプロジェクト

ご相談・お問い合わせは『ねんきんダイヤル』へ！

お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

0570－05－1165
050から始まる電話でおかけになる場合は
03－6700－1165

２月～３月
　電話番号　　０１２０－１１４－２３４
　受付時間　　毎週月曜日～金曜日
　　　　　　　１２：３０～１５：３０
　　　　　　　※但し、祝祭日は除きます。

４月から
　電話番号　　０８５２－６０－９２１１
　受付時間　　毎週 月・火・木曜日
　　　　　　　１２：００～１５：００
　　　　　　　※但し、祝祭日は除きます。


